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平成23年3月11日東日本大震災が発生
し、兵庫県瀬戸内海沿岸部にも津波注意
報が発令されました。長田消防署では区内
の全防災福祉コミュニティに対し、津波警
戒等の連絡をさせていただきました。
その時の真陽地区防災福祉コミュニティ

（以下、「防コミ」といいます）の迅速かつ的
確な対応と、その経験を活かした要援護者
支援訓練についてご紹介します。
●３月11日の活動「できることから！」
長田消防団第７団詰所に中谷紹公本部
長以下団員２人と防コミ役員３人が集まり下
記の活動方針を決定し、５人が手分けして
真陽地区の全世帯をくまなく訪問しました。
（1）テレビ・ラジオはつけたままにするよう呼

びかける。
（2）避難所の場所を伝える。
（3）自力で避難できない人からその電話番号

を聞き取る。
●活動の評価
この活動から得られた評価は、次のとおり
でした。
（1） 地域の人が足を使って知らせる内容は、

マスコミ情報では伝わらない強い発信力
を持ちました。すなわち、防コミが活動
することで、住民は神戸市の防災システ
ムが発動されたことを肌で感じ取ることが
できました。

（2） テレビ・ラジオをつけたままにすることで、
住民は災害の全体像を理解し、断続的
に映し出される凄惨な津波被害の情報
によるパニックを回避できました。

（3） 避難所を具体的に伝えることで、住民
が津波等緊急を要する場合に避難の決
断を容易にし、安心感をもたらしました。

●要援護者避難訓練の計画と実行
大災害の初動段階では、活動できる人数

に限りがあります。これを補うには、住民を
巻き込んだ訓練が重要であり、次の点を考
慮して訓練計画を立てました。
（1） サイレン音を直前に吹鳴すること。

サイレン音が聞こえることは住民に警戒
心を起こさせることに効果的です。

（2） オーナーと協議済みの津波避難ビルの
名称を予め告知しておくこと。
津波発生後の避難の決断を迅速化させ
る効果があります。

（3） 誘導員を配置すること。
メディアによる緊急地震速報は素晴らし
く改良されましたが、実際に住民を動か
せるのは地域の人の活動です。
そして昨年11月27日、真陽地区で約８

５０人が参加して訓練を実施しました。今
後も計画の見直しをおこないながら訓練を
継続し、防災・減災に役立てていく予定で
す。

（長田消防署　菅井　晶）

真陽防災福祉コミュニティにおける要援護者避難の取り組み

地域の防災力向上のため、社団法人日
本損害保険協会より神戸市に小型動力ポン
プ付軽消防自動車（4輪駆動）を 寄贈いた
だきました。この軽消防自動車の利点を活か
すためには、どこの消防団に配属するのが
良いかいろいろと検討されました。その結果、
「道路狭隘部が多い」「山間部で急傾斜も多
い」「積雪地帯である」などの理由から北消
防団有馬支団が選ばれ、第2分団第2班に
配属されることになり、披露を兼ねた受納式
が3月8日、北区有馬町の通称「ポケットパー
ク」でおこなわれました。

春の到来を感じさせる穏やかな日差しのも
と、社団法人日本損害保険協会近畿支部
の小橋聡兵庫損保会長から目録と大きな“自
動車キー”が山田洋有馬支団長に手渡され
ました。支団長が述べたお礼の言葉からは、
地域を守ることへの力強い意気込みが感じら
れました。
“有馬”といえば日本有数の温泉街。観光
協会や旅館協同組合を始め、地元のいろい
ろな団体の皆さんにも駆けつけていただき、
地域をあげて“可愛らしくてすばしっこい”真っ
赤な車を歓迎していただきました。この新しい
仲間と一緒に、皆で協力して有馬の街を
守っていきます。応援してください！

小型動力ポンプ付軽消防自動車の受納式
北消防団有馬支団副支団長
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